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[招待講演] 音声感情認識の分野動向と
実用化に向けたNTTの取り組み

安藤 厚志1,a)

概要：音声から話者の感情を推定する音声感情認識が盛んに研究されている．この技術は，コンタクトセ
ンタにおける顧客満足度の自動分析，運転者の心理状態推定，対話システムにおける人間らしい振る舞い

の実現など様々な応用が期待されている．一方で，感情は主観的かつ曖昧な概念であるため，正解の定義

が困難である，感情発話の収集・アノテーションコストが大きいなど多くの実用上の課題が存在する．本

招待講演では，これらの音声感情認識に関する研究動向から具体的な応用例までを概説する．まず初めに，

音声感情認識の問題設定や近年の代表的な手法などの研究動向を述べる．その後，音声感情認識の応用例

として，筆者らが研究・実用化したコンタクトセンタ通話における顧客満足度推定技術 [1,2]について紹介

する．

[Invited Talk] Survey on Speech Emotion Recognition and
its Application in NTT
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